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今回今回今回今回ののののクラブクラブクラブクラブののののキーワードキーワードキーワードキーワード：：：：    金属金属金属金属、、、、金金金金、、、、メッキメッキメッキメッキ                                                                    

  

今回の大人の化学クラブでは、純金を使い、他の金属にメッキを行います。 

◆１．金属とは何か  

現在の文明を支える金属。有名な金・銀・銅・鉄などの他にも、モリブデン、バナジウ

ム、イリジウムなど、あまり名前を聞かないものまで含めると、約７０種類の金属が存在

しています。金属といえば、硬いもの、電気を通すもの、輝いているものなどというイメ

ージがあります。その実態は…。 

 

金属の特徴 

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

 

豆知識 

112 番元素 Uub：ウンウンビウムは、現在、発見したドイツの研究チームより、コペル

ニシウム(copernicium)という名前で提案されています。 
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金属は、純粋な単体での使用はあまり多くありません。ほとんどが他の金属同士を混ぜ

て合金として使用します。金属の利用は、合金としての利用が一番多いのですが、中には、

金属を化合物の形にした利用もあります。例えば、原子番号２２のチタンが酸化した、「酸

化チタン」というは、、壁面などを白くする材料として使われていたり、化粧品と市の手利

用もあります。また、銀を臭素と化合させた臭化銀などがありますが、臭化銀は、銀塩写

真の反応剤として使われていました。 

 

★金について★ 

                                         

                                         

                                         

                                       

                                         

 

豆知識 

金を溶かす「王水」は、濃塩酸と濃硝酸の割合を３：１で混合した液体。酸化力が強い。

また腐食性が強く人体には有毒。リサイクル工場で不用になった電化製品から、 金だけを

溶かして取り出すのに使われている。 

 

◆２．金メッキをする（金を溶かす） 

★今日使う主な薬品 

 

・ヨウ化カリウム KI 

ヨウ素とカリウムからなる化合物。ヨウ素液を作るときに必要。 

 

・エタノール C2H5OH 

メタノールについで簡単な構造を持つアルコール。酒精。今回使用するのは 70％溶液。 

 

・アスコルビン酸 C6H8O6    

別名：ビタミン C  人間が体内で作ることのできないビタミンでもある。アスコルビン

酸から、体内でアミノ酸を作り出すのに必要。 

・ヨウ素 I2 原子番号５３  融点 113.6℃ 沸点 184.35℃ 

黒～紫色をした金属。単体では水にとけにくい。昇華性があり腐食性もある。 
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【実験方法】  

＊（１）～（３）は、テーブル毎で１つ作ります。 

A.メッキ液の準備 

（１）１００ｍｌビーカーにエタノールを２５ｍｌ計りとる。 

（２）ヨウ化カリウムを１ｇ取り、エタノールに入れて完全に溶かす。 

（３）さらに、ヨウ素を 1.5ｇ取り、（２）の溶液に加えて、ヨウ素を溶かす。ヨウ素溶液

（ヨードチンキ）の完成。 

 

（４）【ここから、個人の作業】サンプル瓶に４ｍｌヨウ素液を入れる。金箔一枚の、 

1/4～1/3 程度の量を細かくしてサンプル瓶に入れる。その後、ガラス棒でかき混ぜ

て金箔を溶かす。金箔は、手に付きやすいので、慎重に取り扱うこと。 

（５）金箔がとけたら、アスコルビン酸１ｇと水１ml を加えて、液の色を透明にする。 

 

B．金メッキ 

（１）電池ボックスに単一電池をセットする。 

（２）正極に赤いミノムシクリップ、負極に黒いミノム    

シクリップをつなぐ。 

   正極側にはシャープペンの芯をつなぐ。また、負 

極にメッキしたいものをつなぐ。 

（３）プラ製容器にメッキ液をうつし、シャープペンの

芯と、メッキするものを溶液に浸す。約２０～１

２０秒で金メッキが完成する。 

                               完成品の例 

 

★実験記録 液のようす、メッキ物のようす等 

                                   

                                   

                                   

                                   

                                    

 

◆４．展示場 「金属とその利用」見学  

 展示場にある、金属の展示を見学します。 

                                         


